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元
旦

、
入
谷
氷
川
神
社
へ
初

詣
に
行
き
ま
し
た

。

（
写
真
左

上

）

　
み
な
さ
ん
の
長
寿
と
健
康
を

願
い
ま
し
た
が

、
神
様
は
叶
え

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
晴
天
に
も
恵
ま
れ

、
良
い
一

年
を
始
め
ら
れ
そ
う
な
予
感
で

す

。

　
足
立
入
谷
小
学
校
か
ら
は
年

賀
状
を
い
た
だ
き

、
手
書
き
の

イ
ラ
ス
ト
に
は
感
動
の
あ
ま
り

涙
を
流
す
方
も
・
・
・

。

(

写

真
右
上

）

　
す
ず
ら
ん
カ
フ

ェ
は
今
年
も

絶
賛
営
業
中
で
す
！

　
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶

を
淹
れ
た
て
で
飲
む
利
用
者
さ

ま
の
方
々
に
は

「
美
味
し

い
！

」
と

、
絶
賛
の
ひ
と
こ

と

。

（
写
真
下

）

【
編
集
後
記

】

　
今
月
号
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ

い
た
点
や

、
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
点
な
ど

、
紙
面
を
通
じ

て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す

。
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紫
磨
園
だ
よ
り

 
【
コ
ラ
ム
】
 

・
節
分
の
由
来
・
 

 
２
月
３
日
は
「
節
分
（
せ

つ
ぶ
ん
）」
で
す
ね
。
節
分
と

は
本
来
、
「
季
節
を
分
け
る
」

つ
ま
り
季
節
が
移
り
変
わ

る
節
日
を
指
し
、
立
春
・
立

夏
・
立
秋
・
立
冬
そ
れ
ぞ

れ
の
前
日
に
、
１
年
に
４
回

あ
っ
た
も
の
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
で
は
立
春
は
１

年
の
は
じ
ま
り
と
し
て
、
と

く
に
尊
ば
れ
た
た
め
、
次
第

に
節
分
と
い
え
ば
春
の
節

分
の
み
を
指
す
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
 

 
立
春
を
１
年
の
は
じ
ま

り
で
あ
る
新
年
と
考
え
れ

ば
、
節
分
は
大
晦
日
（
お
お

み
そ
か
）
に
あ
た
り
ま
す
。

平
安
時
代
の
宮
中
で
は
、
大

晦
日
に
陰
陽
師
ら
に
よ
っ

て
旧
年
の
厄
や
災
難
を
祓

い
清
め
る
「
追
儺
（
つ
い
な
）」

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
室
町
時
代
以
降
は
豆

を
ま
い
て
悪
鬼
を
追
い
出

す
行
事
へ
と
発
展
し
、
民
間

に
も
定
着
し
て
い
き
ま
し

た
。
 

 

今月の笑顔！ 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

オセロボラ

美容ボラ

7 8 9 10 11 12 13

オセロボラ すずらんカフェ

14 15 16 17 18 19 20

詩吟

美容ボラ

阿蘇　和子　様 今野　房男　様 小堺　シヅ子　様 平林　茂　様

飯山　笑美子　様 斉藤　ひろ子　様 島田　鐵男　様

21 22 23 24 25 26 27

28 29

習字

美容ボラ 詩吟 すずらんカフェ

すずらんカフェ

浅利　ヨシ子　様

眞田　トク　様 佐藤　咲子　様

三村　益世　様

すずらんカフェ

2016年2月
上段　行事等

下段　誕生者

渡邊　てる子　様

習字 美容ボラ オセロボラ

習字 オセロボラ
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「
手
づ
く
り
年
賀
状
に
笑
顔
と
涙

」

　
一
月
八
日

（
金

）
新
学
期
が
始
ま

っ
た

そ
の
日

、
足
立
入
谷
小
学
校
５
～
６
年
生

の
代
表
が

、
入
居
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に

年
賀
状
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た

。
手
作
り

の
年
賀
状
に

、
喜
び
の
笑
顔
と
涙

。

2

　
毎
年

、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

、

第
三
者
評
価
で
す
が

、
今
回
は

、
六
十
六
名
の

ご
家
族
に
ご
協
力
い
た
だ
き

、
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す

。

　
今
回
の
結
果
を
厳
粛
に
受
け
止
め

、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
改
善
を
講
じ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す

。

　
ま
た

、
改
善
等
の
ご
報
告

、
連
絡
は

、
こ
の

紙
面
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

、
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

。

　
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵

ま
れ
た

、
元
旦
の
朝

、
入

谷
氷
川
神
社
に
行

っ
て
参

り
ま
し
た

。

　
神
社
に
お
連
れ
で
き
な

か

っ
た
方
は

、
行
事
委
員

が
丹
精
込
め
て
手
づ
く
り

し
た
4
階
の
”
紫
磨
園
神

社
”
へ
お
参
り

。

　
平
成
二
十
八
年
が
元
旦

の
天
気
の
よ
う
に
素
敵
な

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
！

入
谷
氷
川
神
社
の
由
緒

　
入
谷
氷
川
神
社
の
創
建

年
代
は
不
詳
で
す
が

、
豊

臣
秀
吉
の
関
東
攻
め
の
時

に
白
幡
を
立
て
た
こ
と
か

ら
白
幡
八
幡
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
と
い
い

、

戦
国
時
代
後
期
に
は
八
幡

社
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す

。

地
域
の
力
②

 

 
足
立
入
谷
小
学
校
の
み
な
さ
ん

 

季
節
の
行
事
①
 

 
入
谷
氷
川
神
社
と
紫
磨
園
神
社
で
初
詣
 

職
員
の
私
生
活
②

 

 
 
 
石
川
相
談
員(

ケ
ア
マ
ネ)
 

 

 
第
三
者
評
価
受
審
報
告
①
 

 
 
 
 
そ
の
一
 
ご
家
族
ア
ン
ケ
ト
ー
ト
 

29% 

55% 

14% 

1% 0% 1% 

総合的な満足度 
大変満足 

満足 

どとらとも 

いえない 
不満 

大変不満 

無回答 

〃
質
問
1
〄
 
初
め
て
歌
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
の
曲
 

・
オ
ヨ
ネ
ー
ズ
「
麦
畑
」
 
地
元
・
福
島
弁
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
で
、
５
歳
の
頃
、
母
親
の
職
場
の

忘
年
会
で
母
親
と
歌
い
ま
し
た
。
 

 〃
質
問
2
〄
 
家
族
に
つ
い
て
 

・
可
愛
い
妻
と
特
別
可
愛
い
娘(

2
歳)

と
3
人
暮

し
。
仕
事
か
ら
帰
る
と
玄
関
ま
で
「
パ
パ
～
♪
」
と

走
っ
て
く
る
娘
に
毎
日
デ
レ
デ
レ
で
す
。
 

 〃
質
問
3
〄
 
趣
味
と
特
技
に
つ
い
て
 

・
結
婚
前
ま
で
は
ダ
ー
ツ
。
上
手
く
な
い
で
す

が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
大
会
と
か
に
も
出
て
い
ま
し

た
。
記
録
は
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
で
９
０
７
点
！

 


